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区分 現 行 修正後 

第１－４－⑷－イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１－４－⑹－ア 

 

 

 

 

 

第１－４－⑺－ウ 

 

 

 

 

第１－４－⑻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２－４－⑶ 

 

 

設計・建設期間 令和 8年 3月～令和 13年 3月（5年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業者は、本事業を実施するに当たり、市との連絡窓口を一元化するための統括責任

者を配置すること。統括責任者は運営業務責任者と兼務を可とする。イ 施設整備業務

責任者」と、「ウ開業準備業務責任者」又は「エ 維持管理業務責任者」又は「オ 運営

業務責任者」の兼務は不可とする。 

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

インフラ整備状況 イ 汚水・雨水 

各施設から下水管が敷設され、敷地内にある浄化槽処理施

設にて処理の上、敷地内にある河川に放流。 

なお、宿泊棟 A 棟においては合併処理浄化槽(290 人槽)に

て処理を行っている。 

現況の詳細は「資料 13 インフラ等配置図」で確認するこ

と 

 

 

工事監理業務（広島市建設工事請負契約約款(建築監理   )による） 

 

 

設計・建設期間 令和 8年 3月～令和 13年 3月（5年間） 

 

 

事業者は、本事業を実施するに当たり、市との連絡窓口を一元化するための統括責任

者を配置すること。統括責任者は各業務責任者と兼務を可とするが、「イ 施設整備業

務責任者」と、「ウ 開業準備業務責任者」、「エ 維持管理業務責任者」又は「オ 運営

業務責任者」の兼務は不可とする。 

 

 

•営繕工事写真撮影要領 

•営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事

編 

 

 

インフラ整備状況 イ 汚水・雨水 

各施設から下水管が敷設され、敷地内にある浄化槽処理施

設にて処理の上、敷地内にある河川に放流。 

なお、宿泊棟 A 棟においては合併処理浄化槽(290 人槽)に

て処理を行っている。 

現況の詳細は「資料 13 インフラ等配置図」で確認するこ

と 

 

 

工事監理業務（広島市委託    契約約款(建築監理業務用)による） 

 

 

 期間 工事内容 

ＳＴＥＰ１ 令和 8 年 3 月～

令和 11年 3月 

こども広場内建物の解体・撤去、管理宿泊棟等の

整備、インフラ施設の整備、設備・備品調達 

ＳＴＥＰ２ ～令和 13年 3月 野外活動ゾーンの既存施設の解体・撤去及び新キ

ャンプ場の整備、里山ゾーンの既存施設の解体・

撤去及びこども開拓村の整備、交流レクリエーシ

ョンゾーンの既存施設の解体・撤去及び広場・プ

レーパークの整備、既存インフラ施設の解体・撤

去、インフラ施設の整備等の本件工事のうち第１

期工事以外の整備等 
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区分 現 行 修正後 

第２－４－⑷－ア－

(ｱ) 

 

 

第２－４－⑷－ア－

(ｲ) 

 

 

 

 

 

 

第２－４－⑷－ア－

(ｳ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３－１ 

 

 

第６－１－⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注者は、契約時工事費内訳書 に基づき、設計期間中におけるコスト管理を行うこ

と。 

 

 

a 受注者は、実施設計完了時（工事着工前）に、実施設計図書に基づいて契約金額に

対する設計後内訳書を作成し、本工事着工までに調査職員（監督員）に提出し確認を

受けること。 

b 受注者は、設計後内訳書作成に先立ち、単価表を作成して調査職員（監督員）に提

出し確認を受けること。 

c 受注者は、設計後内訳書に基づき、施工期間中におけるコスト管理を行うこと。 

 

 

a 受注者は、契約締結から引渡しまで、要求水準の明確な変更が無い限り、技術提案

内容を遵守し、契約時工事費内訳書 に記載された単価を準用し、契約金額を下回る

コスト管理を実施すること。なお、賃金又は物価の変動などにより工事価格の増加が

予測される場合は、契約金額を下回るコスト管理を行うための提案を行い、本市と協

議すること。 

b 契約時工事費内訳書 に記載が無い項目については、調査職員（監督員）と受注者

で協議の上、調査職員（監督員）が承諾した金額で単価を設定する。その際、共通仮

設費、現場管理費及び一般管理費等の合計の直接工事費に対する比率は契約時工事費

内訳書 上の比率を上限とする。 

 

 

•使用申請の受付等          

 

 

＜追加＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受注者は、施設整備業務費見積書に基づき、設計期間中におけるコスト管理を行うこ

と。 

 

 

a 受注者は、実施設計完了時（工事着工前）に、実施設計図書に基づいて契約金額に

対する金額 内訳書を作成し、本工事着工までに調査職員（監督員）に提出し確認を

受けること。 

b 受注者は、金額 内訳書作成に先立ち、単価表を作成して調査職員（監督員）に提

出し確認を受けること。 

c 受注者は、金額 内訳書に基づき、施工期間中におけるコスト管理を行うこと。 

 

 

a 受注者は、契約締結から引渡しまで、要求水準の明確な変更が無い限り、技術提案

内容を遵守し、施設整備業務費見積書に記載された単価を準用し、契約金額を下回る

コスト管理を実施すること。なお、賃金又は物価の変動などにより工事価格の増加が

予測される場合は、契約金額を下回るコスト管理を行うための提案を行い、本市と協

議すること。 

b 施設整備業務費見積書に記載が無い項目については、調査職員（監督員）と受注者

で協議の上、調査職員（監督員）が承諾した金額で単価を設定する。その際、共通仮

設費、現場管理費及び一般管理費等の合計の直接工事費に対する比率は施設整備業務

費見積書上の比率を上限とする。 

 

 

•使用申請の受付等（令和 9年 12月～） 

 

 

青少年野外活動センター 完成年 構造 延床面積（㎡） 解体等 

11 中央炊飯場 
昭和 48年 

(平成 5年改修) 
鉄骨造 139.3 解体 

 

 

 

 

 

 

 

 



広島市安佐自然体験交流センター整備・運営事業要求水準書 新旧対照表（令和７年９月１日修正） 
 

 3 / 5 

 

区分 現 行 修正後 
 

第６－１－⑷－ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６－１－⑷－エ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６－１－⑷－オ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設 諸室名 概要及び要求事項 
供用時期 

R11 R13 

管 理

宿 泊

棟 

宿 泊 室

等 

宿泊室 ・宿泊定員は 300 名程度  とするこ

と。 
●  

共通 エント

ランス

ホール 

・一時的に多数の利用者が集中すること

を考慮した計画とすること。 

                  

・利用者にわかりやすい案内表示を行う

こと。 

●  

 

 

施設 諸室名 概要及び要求事項 
供用時期 

R11 R13 

広 場

等 

プレーパーク ・整備範囲は 2,700㎡程度。 

・整備内容は事業者の提案により整備す

るものとするが、ゾーンの目的に適し、

こども自身が自然の中で工夫しながら

自由にいきいきと遊べ、家族連れでも

楽しめる施設・設備を整備すること。・

整備を必須とするものは、冒険遊び場、

大型複合遊具、インクルーシブ遊具と

する。 

・なお、市において期待・想定するその

他の機能は以下のものとなる。 

例：あずまや、トイレ、ベンチ、インク

ルーシブ遊具、幼児用遊具 等 

 ● 

 

 

   オ インフラ施設、共通 

施設      概要及び要求事項 
供用時期 

R11 R13 

その他 ・サイン 

      

      

   

・本施設内の既設のサインの盤面を、統一感のある

デザインに更新すること。 

・新たに整備する施設や既存で利用する施設等も含

めて、利用者の適切な誘導が図られるよう誘導サ

インを設置すること。 

・サイン等については必要に応じて、多言語化を行

▲※ ● 

 

施設 諸室名 概要及び要求事項 
供用時期 

R11 R13 

管 理

宿 泊

棟 

宿 泊 室

等 

宿泊室 ・宿泊定員は最低 300 名以上とするこ

と。 
●  

共通 エント

ランス

ホール 

・一時的に多数の利用者が集中すること

を考慮した計画とすること。 

・土足禁止とし、下駄箱を設置する。 

・利用者にわかりやすい案内表示を行う

こと。 

●  

 

 

施設 諸室名 概要及び要求事項 
供用時期 

R11 R13 

広 場

等 

プレーパーク ・整備範囲は 2,700㎡程度。 

・整備内容は事業者の提案により整備す

るものとするが、ゾーンの目的に適し、

こども自身が自然の中で工夫しながら

自由にいきいきと遊べ、家族連れでも

楽しめる施設・設備を整備すること。・

整備を必須とするものは、冒険遊び場、

大型複合遊具、インクルーシブ遊具と

する。 

・なお、市において期待・想定するその

他の機能は以下のものとなる。 

例：あずまや、トイレ、ベンチ、インク

ルーシブ遊具、幼児用遊具 等 

 ● 

 

 

   オ インフラ施設、共通 

施設  内容等 概要及び要求事項 
供用時期 

R11 R13 

その他 ・サイン 

・照明設備 

・駐車場、駐

輪場 

・本施設内の既設のサインの盤面を、統一感のある

デザインに更新すること。 

・新たに整備する施設や既存で利用する施設等も含

めて、利用者の適切な誘導が図られるよう誘導サ

インを設置すること。 

・サイン等については必要に応じて、多言語化を行

▲※ ● 
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区分 現 行 修正後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７－３－⑴－ア－

(ｱ) 

 

第７－４ 

 

 

 

 

 

 

 

第８－２－⑴－ウ 

 

 

 

うこと。 

・「広島市公共施設福祉環境整備要綱」(別表)のⅣ案

内・誘導の 4案内・標示の基準に準拠すること。 

・各屋外施設においては、夜間でも安全に利用でき

るように、必要数の照明設備を設置すること。な

お、照明は省エネルギー型器具（LED 照明等）を

採用し、必要に応じ、人感センサーや照度センサ

ーを有効に活用することにより、消費電力を低減

する工夫を行うこと。 

・各屋外施設においては、可能な範囲でバリアフリ

ー化を行い、誰でも安全に使用できるように配慮

を行うこと。 

・施設に付属する専用駐車場は平面駐車で 50 台以

上を確保し、障がい者、高齢者等の優先駐車場を

2台程度設けること。 

・職員用は、利用者とは別に必要台数分を確保する

こと。 

・大型バス 12 台以上が駐車できる場所や転回でき

るスペースを確保すること。 

・付属する駐輪場は適宜必要台数を確保すること。 

・駐輪場には屋根を設けること。 

 

 

建築費÷38（減価償却費年数※）＋建築設備費÷15（減価償却年数※） 

 

 

自主事業専用施設・設備の整備費用は、独立した建築物とする場合は全額を事業者が

負担とし、原則として、事業期間満了後には事業者の負担により撤去する。また、本

件建物と一体的に整備するにあたっては、本件建物の建築費及び建築設備費の総額を

自主事業専用部分の面積と本件建物の面積との比率で案分した額とする。なお、厨房

エリアに係る整備費用については、本市が負担するため、「様式 4-15」の【整備費用

相当額の算定（税抜き）】の「自主事業施設面積割合Ⓑ」に含めないこと。 

 

 

提出時期 基本設計終了時 

記載内容等 (ｵ)その他 

・日影図 

うこと。 

・「広島市公共施設福祉環境整備要綱」(別表)のⅣ案

内・誘導の 4案内・標示の基準に準拠すること。 

・各屋外施設においては、夜間でも安全に利用でき

るように、必要数の照明設備を設置すること。な

お、照明は省エネルギー型器具（LED 照明等）を

採用し、必要に応じ、人感センサーや照度センサ

ーを有効に活用することにより、消費電力を低減

する工夫を行うこと。 

・各屋外施設においては、可能な範囲でバリアフリ

ー化を行い、誰でも安全に使用できるように配慮

を行うこと。 

・施設に付属する専用駐車場は平面駐車で 50 台以

上を確保し、障がい者、高齢者等の優先駐車場を

2台程度設けること。 

・職員用は、利用者とは別に必要台数分を確保する

こと。 

・大型バス 12 台以上が駐車できる場所や転回でき

るスペースを確保すること。 

・付属する駐輪場は適宜必要台数を確保すること。 

・駐輪場には屋根を設けること。 

 

 

建築費÷39（減価償却費年数※）＋建築設備費÷15（減価償却年数※） 

 

 

自主事業専用施設・設備の整備費用は、独立した建築物とする場合は全額を事業者が

負担とし、原則として、事業期間満了後には事業者の負担により撤去する。また、本

件建物と一体的に整備するにあたっては、本件建物の建築費及び建築設備費の総額を

自主事業専用部分の面積と本件建物の面積との比率で案分した額とする。なお、厨房

エリアに係る整備費用については、本市が負担するため、「様式 4-15」の【整備費用

相当額の算定（税抜き）】の「自主事業施設面積割合Ⓑ」に含めないこと。 

 

 

提出時期 基本設計終了時 

記載内容等 (ｵ)その他 

・日影図 
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区分 現 行 修正後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８－２－⑴－エ 

・透視図 

・リサイクル計画書 

・福祉環境整備協議書 

・基本設計説明書（設計主旨及び計画概要等を含む。） 

・ＺＥＢ化への調査、分析、検討等資料 

・太陽光発電システムに係る検討 

・現地写真 

・概略工事工程表 

・関係法令整理表 

・測量調査報告書 

・要求水準との整合性の確認結果報告書 

 

 

提出時期 実施設計終了時（各ＳＴＥＰごと） 

記載内容等 (ｸ)その他 

・日影図 

・透視図 

・防災計画書 

・建築物エネルギー消費性能確保計画 

・建築物のエネルギー消費性能の確保のための構造及び設備に

関する計画 

・省エネルギー関係計算書 （申請書共） 

・コスト縮減検討書 

・リサイクル計画書 

・設計説明書 

・概略工事工程表 

・アスベスト成形板等調査表 

・アスベスト分析結果報告書 

・設計内容の意図伝達計画書 

・CASBEE広島による評価書 

・工事費概算 

・要求水準との整合性の確認結果報告書 
 

・透視図 

・リサイクル計画書 

・福祉環境整備協議書 

・基本設計説明書（設計主旨及び計画概要等を含む。） 

・ＺＥＢ化への調査、分析、検討等資料 

・太陽光発電システムに係る検討 

・現地写真 

・概略工事工程表 

・関係法令整理表 

・測量調査報告書 

・要求水準との整合性の確認結果報告書 

 

 

提出時期 実施設計終了時（各ＳＴＥＰごと） 

記載内容等 (ｸ)その他 

・日影図 

・透視図 

・防災計画書 

・建築物エネルギー消費性能確保計画 

・建築物のエネルギー消費性能の確保のための構造及び設備に

関する計画 

・省エネルギー関係計算書 （申請書共） 

・コスト縮減検討書 

・リサイクル計画書 

・設計説明書 

・概略工事工程表 

・アスベスト成形板等調査表 

・アスベスト分析結果報告書 

・設計内容の意図伝達計画書 

・CASBEE広島による評価書 

・金額内訳書 

・要求水準との整合性の確認結果報告書 

  
 


